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 ◎

第
34
回
定
時
総
会
を
開
催
し
ま
す 

・
開
催
日 

令
和
4
年
５
月
30
日
（
月
） 

・
場 

所 

香
芝
市
ふ
た
か
み
文
化
セ
ン
タ
ー 

・
提
出
議
案
（
予
定
） 

 
 

○
令
和
3
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て 

○
令
和
3
年
度
収
支
決
算
報
告
に
つ
い
て 

 
 
 
 

 

（
監
査
報
告
） 

○
役
員
の
選
任
に
つ
い
て 

 
 

○
理
事
長
に
対
す
る
権
限
委
任
に
つ
い
て 

・
報
告
事
項 

○
令
和
3
年
度
収
支
補
正
予
算
に
つ
い
て 

○
令
和
4
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て 

○
令
和
4
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て 

○
資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の
見
込
み
に
つ
い

て 

※
議
案
書
は
後
日
発
送
致
し
ま
す
。 

 

◎
通
常
理
事
会
の
開
催
状
況
に
つ
い
て 

令
和
3
年
度
第
７
回
及
び
第
８
回
の
通
常
理
事
会

が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
、
提
出
議
案
は
全
て
議
決

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

◆
第
７
回
通
常
理
事
会
（
２
月
28
日
・
書
面
に
よ
る
み

な
し
決
議
） 

〈
議
案
〉 

①
正
会
員
入
会
申
込
者
の
承
認
に
つ
い
て 

 

入
会
承
認
者
6
名
（
男
5
名
・
女
１
名
） 

②
令
和
3
年
度
収
支
補
正
予
算
（
第
３
回
）
案
に
つ

い
て 

③
役
員
賠
償
責
任
保
険
契
約
の
締
結
に
つ
い
て 

④
正
会
員
就
業
基
準
の
制
定
に
つ
い
て 

◆
第
８
回
通
常
理
事
会
（
３
月
29
日
・
書
面
に
よ
る
み

な
し
決
議
） 

〈
議
案
〉 

①
正
会
員
入
会
申
込
者
の
承
認
に
つ
い
て 

入
会
承
認
者
11
名
（
男
9
名
・
女
2
名
） 

②
令
和
4
年
度
事
業
計
画
書
（
案
）
に
つ
い
て 

［
事
業
計
画
の
概
要
］ 

 

具
体
的
な
施
策 

・
会
員
の
拡
充
と
資
質
の
向
上 

・
就
業
機
会
の
確
保
・
拡
充 

・
仕
事
の
分
か
ち
合
い
と
就
業
率
の
向
上 

・
安
全
就
業
と
適
正
就
業
の
推
進 

・
技
能
講
習
会
の
実
施 

・
セ
ン
タ
ー
事
業
の
普
及
啓
発
と
会
員
の
増
強 

・
地
域
貢
献
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進 

・
労
働
者
派
遣
事
業
の
取
組
強
化 

・
安
定
し
た
財
政
運
営
と
運
営
基
盤
の
強
化 

・
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
対
応 

・
事
業
所
の
整
備 

③
令
和
4
年
度
収
支
予
算
書
（
案
）
に
つ
い
て 

④
資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の
見
込
み
に
つ
い
て 

会員数 4１４ 

 男  3３４ 

 女   ８０ 
4. ４. １ 現在 

会員の皆様へ 
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 ２ 

◎
令
和
４
年
度 

配
分
金
支
払
日 

４
月 

１５
日
（
金
） 

 
 

５
月 

13
日
（
金
） 

 
 

６
月 

１５
日
（
水
） 

 
 

７
月 

１５
日
（
金
） 

 
 

８
月 
15
日
（
月
） 

 
 

９
月 

１５
日
（
木
） 

 
 

１０
月 

14
日
（
金
） 

 
 

１１
月 

１５
日
（
火
） 

 
 

１２
月 

１５
日
（
木
） 

 
 

１
月 

13
日
（
金
） 

 
 

２
月 

１５
日
（
水
） 

 
 

３
月 

１５
日
（
水
） 

※
た
だ
し
、
派
遣
就
業
の
支
払
は
、
毎
月
の
最
終

営
業
日
と
な
り
ま
す 

 

◎
令
和
4
年
度
１２
月
末
ま
で
の
主
な
行
事 

 

○
第
34
回
定
時
総
会 

５
月
30
日(

月)
 

 

○
毛
筆
筆
耕
講
習
会(

セ
ン
タ
ー
独
自
事
業)

 

令
和
4
年
１０
月
～
令
和
5
年
１
月 

 
 

毎
週
１
回
（
全
１５
回
） 

 

○
普
及
啓
発
促
進
月
間 

(

セ
ン
タ
ー
事
業)

 

令
和
4
年
１０
月
中
旬 

＊
社
会
奉
仕
活
動
実
施 

○
普
及
啓
発
活
動
（
セ
ン
タ
ー
事
業
） 

令
和
4
年
１１
月
初
旬 

※
香
芝
市
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
に
参
加 

 

◎
安
全
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て 

 

本
委
員
会
は
、「
会
員
自
ら
が
就
業
を
通
じ
て

社
会
に
参
加
し
、
そ
こ
に
働
く
喜
び
と
生
き
が

い
を
得
る
」
と
い
う
セ
ン
タ
ー
の
目
標
に
沿
っ

て
、
会
員
の
安
全
就
業
の
徹
底
を
図
り
、
事
故

「
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
て
次
の
対
策
を
講
じ
ま
し

た
。 

①
安
全
委
員
会
の
開
催 

◆
第
１
回
安
全
委
員
会 

（
令
和
3
年
６
月
28
日
） 

 

案
件 

・
令
和
3
年
度
に
お
け
る
安
全
就
業
対
策
に
つ 

い
て 

・
安
全
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
に
つ
い
て 

・
安
全
就
業
対
策
と
し
て
、
７
月
か
ら
１１
月
の

間
、
概
ね
月
１
回
事
故
発
生
率
の
高
い
「
植
木

の
剪
定
」
と
「
草
刈
」
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
、
安
全
就
業
の
徹
底
を
図
る
。 

◆
第
２
回
安
全
委
員
会 

（
令
和
4
年
３
月
22
日
） 

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
つ
き
書

面
で
の
報
告
・
意
見
集
約 

 

案
件 

・
令
和
3
年
度
安
全
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
意
見
集

約 

・
令
和
3
年
度
傷
害
事
故
報
告
及
び
物
損
事
故

報
告
に
つ
い
て 

・
今
後
の
安
全
就
業
対
策
に
つ
い
て 

②
安
全
・
適
正
就
業
対
策
研
修
会 

（
令
和
3
年
12
月
14
日
） 

③
適
正
就
業
担
当
者
会
議
の
動
画
配
信
視
聴 

（
令
和
3
年
11
月
18
日
） 

④
安
全
号
を
発
行 （

令
和
3
年
７
月
12
日
） 

⑤
塩
飴
の
配
布 

⑥
安
全
運
転
管
理
者
講
習
へ
の
参
加 

（
令
和
3
年
８
月
24
日
） 

⑦
横
断
歩
行
者
保
護
宣
言
事
業
所
プ
ラ
ス
へ 

の
参
加 

 

（
令
和
3
年
12
月
7
日
） 

⑧
令
和
3
年
度
安
全
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル 

 

第
１
回 

令
和
3
年
７
月
13
日 

 
 

 

植
木
剪
定 

 

１
箇
所 

 
 
 
 

 

除
草
作
業 

 

１
箇
所 

 

第
２
回 

令
和
3
年
8
月
5
日 

 
 
 
 

 

植
木
剪
定 

 

１
箇
所 

除
草
作
業   

   
 
 

１
箇
所 

 
 
 
 

 

草
引
作
業 

 

1
箇
所 

 

第
３
回 

令
和
3
年
9
月
14
日 

 
 

 
 

雨
天
の
た
め
中
止 

 

第
４
回 

令
和
3
年
９
月
28
日 

 
 
 
 

 

植
木
剪
定 

 

１
箇
所 

 
 
 
 

 

除
草
作
業 

 

2
箇
所 

 

第
５
回 

令
和
3
年
１０
月
12
日 

 
 
 
 

 

植
木
剪
定 

 

１
箇
所 

除
草
作
業   

   
 
 

１
箇
所 

 
 
 
 

 

草
引
作
業 

 

１
箇
所 



 ３ 

第
６
回 

令
和
3
年
１１
月
16
日 

 
 
 
 

 

植
木
剪
定 

 

１
箇
所 

除
草
作
業 

     
  

１
箇
所 

 
 
 
 

 

草
引
作
業 

 

１
箇
所 

 

【
当
セ
ン
タ
ー
で
の
事
故
件
数
】 

 

・
傷
害
事
故 

令
和 

元 

年
度 

 
２
件 

令
和
２
年
度 

 
４
件 

令
和
3
年
度 

 

6
件 

・
物
損
事
故 

令
和 

元 

年
度 

 
 

６
件 

令
和
２
年
度 

 
 

１０
件 

令
和
3
年
度 

   

5
件 

 

【
全
国
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で 

発
生
し
た
重
篤
事
故
】 

 

（
重
篤
事
故
：
死
亡
事
故
ま
た
は
６
ヶ
月 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

以
上
の
入
院
） 

平
成
２８
年
度 

 

２８
件 

平
成
２９
年
度 
 

４６
件 

平
成
３０
年
度 
 

５３
件 

令
和 

元 

年
度 

 

３７
件 

令
和
2

 

年
度 

 

41
件 

 

《
安
全
心
得
：
み
ん
な
で
守
ろ
う
１０
ヶ
条
》 

①
作
業
は
、
安
全
第
一
を
心
が
け
、
急
い
だ
り
あ

わ
て
た
り
し
な
い
こ
と 

②
器
具
類
は
、
使
用
す
る
前
に
必
ず
点
検
す 

る
こ
と 

③
服
装
及
び
履
物
は
作
業
に
あ
っ
た
、
動
き
や

す
い
も
の
に
す
る
こ
と 

④
作
業
前
に
は
、
軽
い
柔
軟
体
操
を
し
て
体
を

ほ
ぐ
す
こ
と 

⑤
加
齢
に
よ
る
、
諸
機
能
の
低
下
を
十
分
認
識

し
、
無
理
を
し
な
い
こ
と 

⑥
作
業
現
場
で
は
、
常
に
整
理
整
頓
を
心
が
け

る
こ
と 

⑦
共
同
作
業
で
は
、
合
図
、
連
絡
を
正
確
に
行
う

こ
と 

⑧
帰
宅
す
る
ま
で
は
仕
事
の
う
ち
、
交
通
事
故

に
気
を
つ
け
る
こ
と 

⑨
健
康
に
は
常
に
注
意
し
、
健
康
な
状
態
で
就

業
す
る
こ
と 

⑩
仕
事
の
前
日
は
、
十
分
睡
眠
を
と
る
よ
う
に

心
が
け
る
こ
と 

 

◎
令
和
3
年
度
独
自
講
習
会
実
施
状
況 

◆
草
刈
機
操
作
講
習
会 

令
和
4
年
３
月
16
日
に
下
田
東
４
丁
目
地

内
（
葛
下
川
河
川
敷
）
に
お
い
て
草
刈
機
の
操
作

講
習
と
草
刈
実
習
を
行
い
ま
し
た
。 

 

受
講
者
は
１３
名
（
男
１３
名
）
で
、
講
師
は
、

会
員
の
古
賀
氏
・
岡
本
氏
が
務
め
ま
し
た
。 

 

◆
植
木
の
手
入
れ
講
習
会 

令
和
4
年
2
月
28
日
か
ら
３
月
1
日
の
２

日
間
、
当
セ
ン
タ
ー
の
会
議
室
及
び
今
池
親
水

公
園
に
お
い
て
植
木
の
手
入
れ
講
習
及
び
実
技

講
習
を
行
い
ま
し
た
。 

 

受
講
者
は
3
名
（
男
3
名
）
で
、
講
師
は
当

セ
ン
タ
ー
会
員
の
中
里
氏
・
岡
氏
が
務
め
ま
し

た
。 

◆
毛
筆
筆
耕
講
習
会 

 

令
和
3
年
１０
月
6
日
か
ら
令
和
4
年
2

月
2
日
の
毎
週
水
曜
日
の
計
１５
回
、
当
セ
ン
タ

ー
研
修
室
に
お
い
て
毛
筆
筆
耕
講
習
会
を
実
施

し
ま
し
た
。 

 

受
講
者
は
、
１７
名
（
男
９
・
女
8
名
）
で
、

講
師
は
、
畑
山
氏
が
務
め
ま
し
た
。 

◆
襖
・
障
子
張
り
講
習
会 

令
和
4
年
１
月
28
日
に
、
当
セ
ン
タ
ー
の
会

議
室
及
び
作
業
所
に
お
い
て
襖
・
障
子
張
り
の

講
習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。 

受
講
者
は
、
３
名
（
男
1
名
・
女
2
名
）
で
、

講
師
は
、
当
セ
ン
タ
ー
会
員
の
森
田
氏
が
務
め

ま
し
た
。 

◆
駐
輪
場
管
理
就
業
体
験 

令
和
３
年
９
月
９
日
に
当
セ
ン
タ
ー
の
会
議

室
及
び
近
鉄
下
田
駅
地
下
自
転
車
駐
車
場
に
お

い
て
駐
輪
場
管
理
就
業
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

体
験
者
は
５
名
（
男
５
名
）
で
し
た
。 

 



 ４ 

仕
事
中
に
事
故
や
急
病
な
ど
緊
急
事
態
が
起

き
た
時
は
、
些
細
な
事
で
あ
っ
て
も
必
ず
、
す
み

や
か
に
セ
ン
タ
ー
事
務
局
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。 

セ
ン
タ
ー
事
務
局 

℡ 

７
９‐

６
６
０
１ 

 

《
訃
報
》 

 

平
成
24
年
４
月
か
ら
約
10
年
間
、
当
セ
ン

タ
ー
事
務
局
で
勤
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

し
た
杉
原
氏
が
、
病
に
よ
り
去
る
３
月
８
日

に
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。 

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。 

◎
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い

し
ま
す 

 

会
員
の
皆
さ
ん
に
よ
り
多
く
の
就
業
機
会
の

提
供
を
行
う
た
め
に
、
香
芝
市
の
協
力
で
広
報

紙
な
ど
を
通
じ
て
周
知
を
図
り
ま
す
が
、
Ｐ
Ｒ

は
『
口
コ
ミ
』
が
一
番
効
果
的
と
考
え
て
い
ま
す
。

会
員
皆
さ
ん
が
力
を
合
わ
せ
て
セ
ン
タ
ー
事
業

の
発
展
の
た
め
に
、
市
民
の
皆
様
に
「
簡
単
な
仕

事
な
ら
、
シ
ル
バ
ー
へ
電
話
を
」、「
誠
実
で
行
き

届
い
た
仕
事
を
し
ま
す
」
な
ど
、
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ

Ｒ
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

◎
会
費
の
納
入
と
会
員
証
の
更
新
に
つ
い
て 

セ
ン
タ
ー
会
費
規
程
に
よ
り
、
令
和
４
年
度

分
の
会
費
（
２
，
２
０
０
円
）
は
、
令
和
４
年
３

月
末
日
ま
で
に
納
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
手
続
さ
れ
て
な
い
方
は
会

費
の
納
入
と
、
同
時
に
会
員
証
の
更
新
を
行
い

ま
す
の
で
、
古
い
会
員
証
を
事
務
局
に
持
参
し

て
下
さ
い
。 

 ◎
住
所
変
更
等
の
届
出
に
つ
い
て 

住
所
変
更
や
連
絡
先
を
変
更
さ
れ
た
会
員
さ

ん
は
、
速
や
か
に
事
務
局
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

◎
横
断
歩
行
者
保
護
宣
言 

県
下
で
は
、
横
断
歩
行
者
が
被
害
者
と
な
る

痛
ま
し
い
交
通
事
故
が
後
を
絶
た
な
い
状
況

で
す
。 

車
輌
に
は
、
横
断
歩
道
手
前
で
の
減
速
義
務

と
横
断
歩
道
に
お
け
る
歩
行
者
優
先
の
義
務

が
あ
り
ま
す
。 

私
た
ち
「
公
益
社
団
法
人 

香
芝
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
従
業
員
一
同
安
全

運
転
に
努
め
、
交
通
死
亡
事
故
の
絶
無
に
向
け

て
積
極
的
に
取
り
組
み
、
次
の
こ
と
を
宣
言
し

ま
す
。 

一
、
横
断
歩
道
を
横
断
し
よ
う
と
す
る
歩
行

者
が
い
る
と
き
は
、
手
前
で
停
止
し
ま
す
。 

一
、
夜
間
、
先
行
・
対
向
車
が
な
い
時
は
、

ラ
イ
ト
を
上
向
き
に
し
て
歩
行
者
な
ど
を
発

見
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。 

一
、
横
断
歩
道
等
を
示
す
ダ
イ
ヤ
マ
ー
ク
の

道
路
標
示
が
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
い
つ
で
も
止

ま
れ
る
よ
う
に
走
り
ま
す
。 

一
、
歩
行
者
と
し
て
道
路
横
断
時
に
は
、
手

を
上
げ
る
な
ど
自
ら
の
安
全
を
守
る
た
め
の

交
通
行
動
を
実
践
し
ま
す
。 

こ
こ
に
「
横
断
歩
行
者
保
護
」
を
宣
言
し
ま
す
。 

 

     

◎
変
異
株
に
対
応
す
る
た
め
の
感
染
対
策 

①
マ
ス
ク
の
正
し
い
着
用 

マ
ス
ク
を
鼻
に
す
き
間
な
く
フ
ィ
ッ
ト
さ

せ
、
し
っ
か
り
と
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。
品
質

の
確
か
な
、
で
き
れ
ば
不
織
布
を
着
用
し
て
く

だ
さ
い
。 

②
こ
ま
め
な
手
洗
い
・
手
指
消
毒 

共
用
物
に
触
っ
た
後
、
食
事
の
前
後
、
公
共

交
通
機
関
の
利
用
後
な
ど
は
必
ず
手
洗
い
・
手

指
消
毒
を
お
願
い
し
ま
す
。 

③
3
密
（
密
接
・
密
集
・
密
閉
）
の
回
避 

一
つ
の
密
で
も
避
け
て
、
「
ゼ
ロ
密
」
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
人
と
人
と
の
距
離
は
十

分
に
保
っ
て
く
だ
さ
い
。
お
し
ゃ
べ
り
す
る
時

間
は
出
来
る
限
り
短
く
し
、
大
声
は
避
け
て
く

だ
さ
い
。
今
ま
で
以
上
に
換
気
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。 

（
内
閣
官
房
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
感
染

症
対
策
推
進
室
よ
り
一
部
抜
粋
） 


